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６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

堅
田
Ｂ
遺
跡
は
金
沢
市
北
東
部
を
流
れ
る
森
下
川
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
す

る
。
遺
跡
の
北
側
に
は

「堅
田
城
」
（標
高

〓
≡
一冨
）
が
あ
り
、
木
曽
義
仲
が

築
城
し
た
と
伝
わ
る
が
、
現
在

は

一
向

一
揆
衆
の
山
城
の
形
態

を
留
め
て
い
る
。
南
側
に
は
加

賀
と
越
中
を
結
ぶ
、
近
世
に

「小
原
越

（道
こ

と
呼
ば
れ

た
道
を

一
部
踏
襲
す
る
国
道
三

〇
四
号
線
が
走
る
。

本
遺
跡
の
調
査
は
国
道
人
号

線
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
も
の

で
あ
り
、　
一
九
九
六
年
度
調
査
―

一
九
九
九
年
度
調
査
で
現
地
調
査
は
終
了
し

た
。遺

跡
の
性
格
と
し
て
は
、
大
型
掘
立
総
柱
建
物

（最
大
棟
は
五
間
×
一
〇
間
・

約
二
一
一七
雷
）
や
堀

（幅
約
五
ｍ
深
さ
約
○
・
八
じ

の
存
在
、
ま
た
梅
瓶
、
酒
会

壼
な
ど
の
中
国
産
高
級
陶
磁
器
や
漆
器
絵
皿
、
大
量
の
土
師
器
皿
、
乗
馬
鞍
、

鏑
の
出
土
な
ど
か
ら
有
力
武
士
の
館
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

堀
は
北
堀
で
七
〇
ｍ
以
上
、
西
堀
は
九
〇
ｍ
以
上
を
確
認
し
て
お
り
、
南
は

「小
原
越

（道
こ

ま
で
廷
び
る
と
想
定
す
る
と
ほ
ぼ

一
町
程
度
に
な
る
。
本

誌
第
二
〇
号

・
二

一
号
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
堀
は

一
三
世
紀
後
半
に
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
が
埋
め
た
て
ら
れ
て

一
部
改
変
さ
れ
て
お
り
、
北
堀
Ｓ
Ｄ

一
一
も
詳
細
な
検

討
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
同
じ

一
三
世
紀
後
半
頃
に

一
度
埋
め
ら
れ
、
再
掘
削
さ

れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
堀
を
最
終
的
に
廃
棄
し
た
年
代
は
、
北
堀
覆
土

の
上
層
で
出
土
し
た
土
師
器
皿
や
完
形
の
珠
洲
焼
す
り
鉢
か
ら
、　
一
四
世
紀
後

半
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、　
一
五
世
紀
の
遺
物
も
出
上
し
て
お
り
、
堀
廃
棄
後

に
も
遺
跡
は
存
続
す
る
。

な
お
、
第
四
次
調
査
は
館
の
南
側
約
三
分
の
一
程
度
を
発
掘
し
た
。

本
遺
跡
か
ら
は
多
く
の
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
大
部
分
は
堀
か
ら
の
出

土
で
あ
る
。
木
簡
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
調
査
以
前
出
土
分
は
本
誌
第
二
〇

。

二

一
号
に
紹
介
し
て
い
る
。
今
回
報
告
す
る
木
簡
も
堀

（西
堀
Ｓ
Ｄ
一
こ

か

ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り

（遺
構
図
参
昭
じ
、　
一
四
世
紀
後
半
の
堀
を
廃
棄
す
る

際
に
入
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(金 沢)



1999年 出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「奉
転
読
大
陸

⑤□若
酔
縫
密
多
経

一
部
六
百
巻
」

卜
Ｐ
釦
×
∞
ｏ
×
ｏ
　
ｏ
牌
〕

上
部
は
圭
頭
形
に
成
形
し
、
左
右
、
下
部
は
直
線
的
に
仕
上
げ
て

い
る
。
墨
痕
は
消
滅
し
て
い
る
が
、
墨
の
あ
っ
た
箇
所
が
浮
き
上
が

っ
て
い
る
た
め
判
読
で
き
る
。　
一
定
の
期
間
外
気
に
触
れ
、
墨
の
あ

る
箇
所
の
み
が
周
辺
よ
り
も
風
化
を
免
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
本
誌

第
二
〇
号
に
紹
介
し
た
巻

数

板
も
、
同
様
の
状
態
で
出
土
し
て
い

る
。
ま
た
、
体
部
中
程
に
径
五
ｍｍ
程
の
穿
孔
が
あ
る
が
、　
一
定
の
期

間
外
気
に
触
れ
て
い
た
と
考
え
る
と
、
何
か
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い

た
痕
跡
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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係
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金
沢
市
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タ
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遺
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』
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九
年
）　
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井
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）

S=ユ /4遺構図 (1:1000,第 1～ 4次調査分)




